
 

 

原油が 5 日続伸、EIA が需要見通しを上方修正 

12 日朝方の国内商品先物市場で、原油は 5 日続伸して取引を始めた。取引量が多い

11 月物は 1 キロリットル 7 万 7000 円と前日の清算値に比べ 450 円高い水準で寄り付

いた。米エネルギー情報局（EIA）が 11 日発表した短期エネルギー見通しで、2024

年の世界の石油消費量について中国やインドがけん引するとして見通しを引き上げ、

国内原油先物に買いが入った。 

ニューヨーク原油先物相場は 6 月上旬から上昇基調にある。加えて、市場では「米国

でガソリン需要が高まる時期に入るということもあり、需要面での材料に反応しやす

くなっている」との指摘もあり、国内原油先物の買いにつながっている。 

金は続伸している。中心限月の 25 年 4 月物は 1グラム 1万 1717円と前日の清算値を

57 円上回る水準で取引を始めた。日本時間 12日早朝の取引でニューヨーク金先物相

場が 11日の清算値から上昇していることが、国内金先物で意識されている。 

白金は 3日続落している。中心限月の 25 年 4 月物は 1 グラム 4852 円と前日の清算値

を 7 円下回る水準で寄り付いた。 
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週間原油コストの推移 
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企業物価指数、5 月 2.4%上昇 4 カ月連続で伸び率拡大 

 

日銀が 12 日発表した 5月の企業物価指数（速報値、2020 年平均=100）は 122.2 と、

前年同月比で 2.4%上昇した。4月（1.1%上昇）から伸び率が 1.3 ポイント拡大した。

4 カ月連続で伸び率が拡大し、23 年 8月以来の高い伸びとなった。再生可能エネルギ

ー普及のため国が電気代に上乗せしている賦課金や銅の価格上昇が押し上げ圧力とな

った。 

企業物価指数は企業間で取引するモノの価格動向を示す。サービス価格の動向を示す

企業向けサービス価格指数とともに今後の消費者物価指数（CPI）に影響を与える。5

月の上昇率は民間予測の中央値（2.0%上昇）より 0.4 ポイント高かった。 

内訳をみると、電力・都市ガス・水道は燃料安を背景に前年同月比で 7.4%下落し、4

月（19.6%下落）からマイナス幅が大きく縮小した。 
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24 年度からの再生エネ賦課金の値上がりは、指数全体で前年同月比 0.7ポイントの押

し上げ要因となった。銅を含む非鉄金属は 20.7%上昇し、4 月（11.8%上昇）から加

速した。 
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タイ国営石油、産業向けバイオ油生産へ SCG と提携 

 
バンチャークなどが開発し、商業生産するバイオ絶縁油 

タイ国営石油精製大手のバンチャークは産業機器で使うバイオ製品の商業生産を始め

る。同化学大手サイアム・セメント・グループ（SCG）の化学子会社などと提携し、

産業用変圧器向けに供給する計画だ。二酸化炭素（CO2）排出の少ない製品の開発を

急ぐ。 

バンチャーク傘下のエタノールメーカーBBGIが発表した。SCG の化学子会社と変圧

器メーカーなどと連携して開発したのが「絶縁油」と呼ばれる産業向け製品だ。主に

変圧器の内部での電気を絶縁したり、冷却したりするために使われる。パーム油をも

とに製造したため従来の絶縁油に比べ CO2 排出量が少ない。 

すでに国際基準を満たしたという。国内のパーム油由来のため、海外輸入品への依存

度を減らせ、国産化できるメリットがある。 
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すでに実証生産を開始し、タイ東部ラヨーンで複数顧客への供給を実現した。今後、

商業生産に向けて準備を進める。具体的な商業生産開始時期は明らかにしなかった。 

バンチャークはタイ国営企業で石油精製や給油所の運営などを手掛ける。再生航空燃

料（SAF）など脱炭素製品の生産を急いでいる。 
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ガソリン、軽油軟化 卸業者補助金大幅減予想で  

陸上スポット 

実質的には６月第２週となる当週前半時点の陸上スポット価格（首都圏・製油所渡し）

は、前週前半とくらべてガソリンと軽油が軟化している。次回の元売仕切り改定で激変

緩和事業の補助金が大幅減額になる予想で、減額前に一部の卸業者が販売意欲を強めた

とみられる。 

 商社系、広域特約店によるとガソリン中心値は㍑１３４円 50 銭〜１３５円 60 銭で

前週前半比横ばいから 60 銭安となった。６日改定分の大手元売の実質仕切価格は据え

置きだったが、一部で販売攻勢が強まった。中心値より 30 銭程度下値の売り込みもあ

るという。 

 広域特約店幹部は「原油価格の下落を受けて、次回の仕切り改定で補助金が大幅に下

がるので、その前に６月分の販売を進めておこうとする動きが表れた」と指摘する。阪

神地区は引き続き輸入玉の影響で下値が一段安をつけており、１３４円前後が聞かれる。 
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タイヤ周辺原料値上げ相次ぐ 
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